
 幾何学的フラストレーションを内在した系では，スパイラルスピン構造（螺旋構造）のような非従来型
の磁気構造が現れる．秩序変数空間は，磁気構造の対称性に対応しているため，フラストレート系で
は多様な秩序変数空間が現れる．秩序変数空間はトポロジカル欠陥の有無に関連しており，相転移
の分類に対して有用であることが知られている．実際，秩序変数空間が異なれば，相転移の様相も異
なるため，これらの間にある関係について議論がなされてきた．一つの例として，川村・宮下により研究
されてきた，三角格子ハイゼンベルク模型におけるZ_2渦転移が挙げられる[1]．これはSO(3)対称性

の渦欠陥の解離現象のことを指す．このように，フラストレーションの効果によって新しいタイプの相転
移が生じうるため，フラストレーション系における相転移の理論研究は盛んに行われている．またいく
つかの場合においては，理論研究において予言された相転移が実験的にも確認されている． 
 本研究では，複数の相互作用が競合する三角格子上ハイゼンベルク模型における有限温度相転移
を調査した．複数の相互作用が競合する系では，スピンのグローバル回転対称性と格子が持つ離散
的対称性の直積で表される秩序変数空間が現れる場合がある．実際，我々の扱った模型では，秩序
変数空間がSO(3)×C_3およびSO(3)×Z_2となる場合が出現する．モンテカルロ法を用いた数値計
算の結果，SO(3)×C_3の場合には一次相転移が[2,3]，SO(3)×Z_2の場合には２次元イジング模型
のユニヴァーサリティークラスに属する二次相転移[4]がそれぞれ起こることが分かった．さらに，どちら
の相転移点においても，SO(3)対称性の渦欠陥の解離が同時に起こることを見出した． 
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